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⑥当初の研究目的（交付申請書に記載した研究目的を簡潔に記入してください。）  
 
教育の情報化が推進されており、小渕総理が提唱したミレニアムプロジェクトの中でも、教育情報ナシ

ョナルセンター機能の立ち上げが進められている。この教育情報ナショナルセンターでは、学校教育から

高等教育、生涯学習に至る教育に関わる情報をインターネットで提供し、お互いに共有するシステムを構

築することを目指している。 
 
そこで、本研究では、この教育情報ナショナルセンター構築に関する研究開発と、その運用と評価を行

うことを目的とする。 
 
具体的には以下を達成する。 
(1)  学齢に合わせた文章表現手法の確立と自動変換システムの開発 
(2)  映像学習ファイルの自動インデックス化手法の確立と検索システムの開発 
(3)  学習コンテンツの自動カテゴリー化システムの開発 
(4)  広域学習資源の共有支援システムの開発 
(5)  教育情報ポータルサイトの確立と構築 
(6)  学習者による利用効果の分析評価の実施 
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⑦研究成果の概要（研究目的に対する研究成果を必要に応じて図表等を用いながら、簡潔に記入してください。）  
本研究は、我が国における教育・学習に関するあらゆる情報を扱う情報ネットワーク拠点となる「教育

情報ナショナルセンターNICER（National Information Center for Educational Resources）」の機能の

立ち上げと実用化に関する研究を行った。本研究では、NICERウェブサイトhttp://www.nicer.go.jp/を立

ち上げ、５年間かけて開発してきた学習者と教育者を支援する機能を次々と実用化した。 
                    １．教育情報の体系化 

 インターネットで提供されている教育用コンテンツを学  
習指導要領に基づいて分類する手法を確立し、日本の学 
校教育に即した独自の分類体系を作り上げた。そして、イン  

ターネットで提供されている学習コンテンツに学習オブジ 
ェクト・メタデータ（ＬＯＭ）を付与する方法を確立した。 
これにより、国際標準であるIEEE LOM標準に準拠させてお

り、世界との共有化を可能にした。 
２．LOM検索システムの実用化  
 インターネット上に分散するたくさんのサーバから提供され 
ている学習情報を横断的に調べることができる LOM 検索す 
るシステムを完成させた。また、教科書の目次から関係する

学習コンテンツを選択できるなど、児童生徒が使いやすい方法を開発した。 
３．漢字かな自動変換による検索支援機能の実用化 
 本研究では、学年別に対応した漢字かな自動変換システムを開発した。これにより、漢字で書かれてい

るインターネットの情報にふりがなを自動的につけて表示される。しかも、学年を指定すれば、その学年

より上の学年で習う漢字だけにふりがなをつけて表示するので、児童生徒がインターネットで調べること

が容易になった。 
４．用語検索支援システムの開発と実用化 
 児童生徒がキーワード検索する場合、かなや漢字かな混じりの用語を入力することになるが、普通のW
eb検索システムは入力した文字列で検索されるため、求める情報が検索されない。そこで、本研究では、

かなや、漢字かな混じりの文字列で入力しても同じ意味をもつキーワードで検索できる支援システムを開

発し実用化した。また、漢字を間違えて入力した場合、正しいと思われる漢字を表示して、学習を促進す

る機能も開発し、実用化した。 
６．ビデオ検索機能の開発と実用化 
 本研究では、ナレーションの言葉をキーワード検索するシステムを開発した。しかも、そのキーワード

を含む文の動画部分だけを連続して再生するシステムである。例えば、30分のある講義の動画に対して「イ

ンターネット」というキーワードで検索すると、その講義の中で「インターネット」という言葉を発声し

ている９つの短時間の動画が連続して再生される。また、検索したいビデオが別の場所にあるサーバにあ

る場合でも検索ができるシステムを開発し、実用化した。 
                  ７．その他の支援システムの開発  
                   本研究では、地図から学ぶことができる jMappy、共同  

学習を支援するCo-Lab、教育実践事例を登録できる  
eCaseなど、その他多くの支援システムを開発した。  

８．NICERから提供している教育用コンテンツ  
                   NICERから提供されている教育用コンテンツは、200

6年3月の時点で128,778件である。本研究を開始したと

きの目標であった100,000件を大幅に超えることができた。 
                   左の図は、年間アクセス数の推移を示す。2005年度の 
   図 年間アクセス数の状況   1年間のアクセス数は3,352,079件であり、利用が多いこ  

とがわかる。  
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⑧特記事項（この研究において得られた独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、当該研究分野及び関連

研究分野への影響等、特記すべき事項があれば記入してください。） 
  
本研究では、インターネットで提供されているわが国の教育用コンテンツを収集し、それらを体系的に

分類整理して児童生徒をはじめとする学習者、ならびに学校教員などの教育者の求める学習コンテンツを

探しやすくするとともに、IT を活用した教育の推進に寄与している。この NICER の開発の規模は大き

いため、多くの特記事項があるが、主な点を以下に示す。 
(1) LOM検索システムの開発について 
 本研究の最も特筆すべき点は、米国、英国、韓国、フィンランドなど、情報先進諸国が国レベルで以前

から運用している教育用コンテンツを集約したWEBサイトを構築したことである。しかも、各国が採用

している国際標準に準拠した学習オブジェクト・メタデータLOM（Learning Object Metadata）による

検索システムを開発したことが特記事項としてあげられる。本研究によるLOM検索システムの完成によ

って、日本もようやく世界の第一線に仲間入りすることができたことを意味している。しかも、漢字文化

における漢字かな変換を含むLOM検索システムは世界的に例がなく、外国人研究者からも高く評価され

ている。 
(2) LOMの語彙体系の確立 
 学習オブジェクト・メタデータLOMによる横断検索システムでは、情報を分類するための語彙体系を

確立する必要があるが、本研究では、初等中等教育における語彙分類体系として、新しい学習指導要領に

基づいて語彙体系を確立させた。これは、わが国の学校教育の特徴を踏まえて学習指導要領に基づいた語

彙体系による分類によってLOMを付与する方法で、教員や児童生徒は、教科、学年、学習の領域や項目

に合う学習情報を選択することができるようにした。この分類体系に基づいて、12万件を越える学習コン

テンツのLOM付与を済ませたが、教員や学習者との利用者が求める学習情報を容易に選択できるシステ

ムであることが特記事項として上げられる。 
 また、LOMの項目は国際標準に準拠していることから、今後海外の教育情報のゲートウェイとのシス

テム的連携が可能となるものである。 
(3) NICERの利用実態と開発した機能の評価 
 本研究で開発したNICERについての利用実態を明らかにするために、任意に抽出した5,000校に

調査票を送り（有効学校数は4,984校）、2005年12月の時点での周知度と開発した機能の評価を

行った。その結果、2,019校の管理職からの回答を得ることができた。質問に対して「はい」と

回答した割合を以下の表に示す。  
 

表 NICERの利用に関する調査結果（％） 
項目 ％ 

教育用コンテンツを提供しているNICERのことを知っていましたか 29.6 
学習指導要領によって教育用コンテンツを分類することは良いと思いますか 81.4 
学年に合わせた漢字にふりがなをつける機能は使いやすいですか 81.8 
かなで入力しても漢字で検索した結果と同じになる機能は使いやすいですか 84.3 
教科書の目次からコンテンツを検索できる機能は使いやすいですか 84.3 

 
この結果からわかるように、学習指導要領で教育用コンテンツを分類すること、学年に合わせて漢字に

ふりがなを付ける機能、かなを漢字に変換して検索する機能、教科書の目次から検索する機能など、NICER
の機能についての評価は、それぞれ81.42％、81.75％、84.26％、84.3％と非常に高い。したがって、学

校がこれらの機能に対して肯定的な回答をしており、NICERの機能に対する評価は高いことがわかる。

ただし、NICERのことを知っていた校長は29.6％となっており、認知度が低い。NICERを効果的に使用

してもらえるように普及促進を行う必要があると考えられる。しかし、前述のようにNICERへの年間の

アクセス数は335万件であることからわかるように利用が進んでいる。 
以上のように、本研究において完成したLOMシステムは高く評価されており、わが国の教育の高度化

に寄与しているところである。 
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